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第42回 統 一 テ マ

今年も京都大学十一月祭の季節となりました。

毎年様 な々催し物が行われる十一月祭ですが、今年は

弊紙主催による講演会を久々に行うことになりまし

た。充実した講演会となるよう編集員一同頑張ってお

ります。是非乙来場下さい。

今号では講演を中心とした企画紹介を行います。ご

多忙の中、快く寄稿を受けて下 さった方 に々深く感謝

いたします。(編集部)

京
都
六
学
十
一

月
祭
特
集
琴

四
面

京
大
新
聞
講
演
会
紹
介

展
覧
会
京
大
俳
句
の
光
芒

三
面

.「

N
F
講
演
会
特
集

の

今
号
の
紙
面

今
号
は
合
併
号
で
す

セミナー、サークル
活動する場所がない?

こんな近 くにある1

む け

獲翻 鰍.。
羅 糞

轍 翻膣
騨

居
候
生
活
と
も
つ
い
に
お
別
れ
だ
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
た

宝
塚
市
の
親
戚
の
家
を
離
れ
、
京
都
市
内
に
引
っ
越
す
の
で
あ
る
▼
気
ま

ま
な
一人
暮
ら
し
に
夢
は
膨
ら
む
。
掃
除
や
洗
濯
な
ど
は
確
か
に
面
倒
そ

う
で
は
あ
る
が
、
む
し
ろ
楽
し
み
で
あ
っ
た
り
も
す
る
▼
何
よ
り
嬉
し
い

こ
と
は
深
夜
に
外
出
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
夜
の
街
を
フ
ラ
フ
ラ
と
俳
徊

す
る

。
あ
あ
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
ん
だ
ろ
う
。
深
夜
に
友
人
の
家
に

幽井徽ノ
行
っ
て
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
った
り
も
で
き
る
▼
こ
の
喜
び
を
某
編
藁
員

に
伝
え
る
と

「お
め
で
と
う
」
と
】緒
に
醤
ん
で
く
れ
た
。
何
と
素
晴
ら

し
い
人
な
ん
だ
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
次
に
出
て
き
た
言
葉
は
「こ
れ

で
帰
宅
時
間
を
気
に
せ
ず
仕
事
に
取
り
組
め
る
ね
。
そ
れ
で
は
さ
っ
そ
く

仕
事
を
任
せ
よ
う
」
。
決
し
て
冗
談
と
は
思
え
な
い
こ
の
発
言
。
ど
う
や

ら
自
由
気
ま
ま
な
生
活
と
は
完
全
に
縁
が
な
い
よ
う
だ
。

(島
)

21世 紀をリードする16社 が

京都大 学にやってくる。

院生・学部生大歓迎1

京 大 生 の た め の 就 職 セ ミ ナ ー

10:50～17:00
予約不要 ・入場無料 ・入退場 自由

倉原大会館
会杜搬見ゾーン

従来の合 同説明会のようなパネルで仕切られた企業ブ

ースではなく、オープンな環境で、気軽 に話を聞くことの

できる雰囲気です。

コミュニケーションゾーン

立食形式での昼食(軽 食 ・ドリンク)を準備しています。

フランクな雰囲気の中で、OB社 員から企業の魅力をじ

っくりと聞いてください。

ルーム分科会

①10:30～ ②12:30～ ③14:00～ ④15:30～ の時聞割制

で各企業のプレゼンテーションを聞くことができます。

詳細は11月下旬より下記アドレス上にて公開いたします。

http:〃www.mc-compass.comllobsession!

お 問 い 合 せ 先 セ ミナ ー 事 務 局 ●tel.03-5219-0555●e-maileventO@mycom.cojp 獺鰯

・住 友 ス リー エム ・日本 ア ジア投 資

・大 日本 印扇 ・三 井不 動 産

・同和 鉱 業 ・安 田火 災 海 上保 険

ほか大手金融・商社・メーカーのリーデfングカンパニー

」OBSESSION(ジ ョブセッション)とは…

大手金融・商社 ・メーカーが、あなたとじっくり話をしたくてや

ってきます。将来の事、疑問・不安に思っていること、どんどん

ぶつけてみて下さい。今までの就職セミナーとは違います。あ

なたとゆっくり向き合える"場 卿をつくりました。気軽な気持ち

で来て下さい。きっと6あなたの将来"と 出会えます。

自分 の ね うち と企 梁 の ねうちを考 え る学校
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綾辻行人講師.

本格 ミステ リの魅惑

本
格
ミ
ス
テ
リ
の
巨
匠
で
あ

る
先
弓
に
、
こ
著
作
の
内
容
な

と
を
踏
ま
え
て
、
隠
さ
れ
た
謎

や
ト
リ
ノ
ク
を
解
明
す
る
面
臼

さ
や
、
書
き
手
か
ら
見
た
ホ

ラ
ー
の
醍
醐
味
に
つ
い
て
な

ど
、
本
格
物
の
魅
力
に
つ
い
て

論
っ
て
い
た
だ
く
Q

講
師
略
歴

綾
辻
行
人
(あ
や
つ
し
ゆ
き
と
)

一
九
六
〇
年
十
二
月
一一三

日
、
京
都
市
で
生
ま
れ
る
。
京

都
府
立
桂
高
等
学
校
卒
o
京
都

大
学
教
育
学
部
卒
。
同
大
学
院

博
寸
後
期
課
程
修
了
。
大
学
院

在
学
中
の
へ
七
年
に
『十
角
館

の
殺
人
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
、

い
わ
ゆ
る

新
本
格
ム
ー
ブ
メ

ン
ト

の
瑞
緒
と
な
る
。
本
格

ミ
ス
テ
リ

「館
」
シ
リ
ー
ズ
で

人
気
を
博
す

「
乃
、
『
殺
人
鬼
』

『眼
球
綺
課
』
な
ど
ホ
ラ
ー
に

も
意
欲
的
に
取
り
組
む
。
九
二

年

『時
計
館
の
殺
人
』
で
第
四

五
回
[口
本
推
理
作
家
協
会
賞
を

受
賞
。
九
八
年
に
は
自
ら
脚
本
。

監
修
を
務
め
た
P
S

(プ
レ
イ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)
用
R
P
G
『
Y

A
K
A
T
A
』
を
発
表
。
最
新

刊
は
中
短
編
集
『
ど
ん
ど
ん
橋
、

落
ち
た
』
。
目
下
、
「館
」
シ

リ
ー
ズ
第
七
作

『暗
黒
館
の
殺

人
』
を
雑
誌

「I
N
★
P
O
C

K
E
T
」で
、初
の
本
格
ホ
ラ
ー

長
編

『最
後
の
記
憶
』
を
雑
誌

『K
A
D
O
K
A
W
A
ミ
ス
テ

リ
』
で
連
載
中
。
文
壇
屈
指
の

雀
豪
で
も
あ
り
、
九
九
年
に
は

双
葉
社
主
催
の
第
三
†
期
麻
雀

名
人
位
決
定
戦
て
優
勝
、
ミ
ス

テ
リ
作
家
と
し
て
は
史
止
初
の

麻
雀
名
人
位
に
就
い
た

.

講
師
略
歴

日
高
敏
隆

東
京
大
学
理
学
部
卒
。
東
京

農
工
人
学
農
学
部
教
授
、
京
都

人
学
理
学
部
教
授
、
同
理
学
部

長
を
経
て
、
現
在
滋
賀
県
立
大

学
学
長
・教
授
。

動
物
行
動
学
の
視
点
に
ウ
っ

て
、
人
間
と
は
ど
う
い
う
動
物

な
の
か
を
超
求
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

11月23日(木 祝)

1400か ら
法経八番教室

上村孝樹講帥

eビ ジネスと日本企業文化の衝突

一
世
紀
に
生
き
残
る
に

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ノ
ト
を
は
し

め
と
す
る
最
新
I
T

(情
報
技

術
)
を
活
用
し
、
自
己
貰
任
と

テ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ン
ヤ
に
基
つ

く
オ
ー
ブ
ン
経
営
を
目
指
し
、

組
織
、
マ
ネ
シ
メ
ン
ト
を
改
革

す
る
こ
と
て
あ
る
Q
し
か
し
、

現
在
の
日
本
企
業
は
71
戸
時

11月25日(土)

1330か ら

法経七番教室

竹田青嗣講師

 

ヒ
ト

・
ゲ
ノ
ム
解
析
だ
、
ク

ロ
ー
ン
だ
、
教
育
の
荒
廃
だ
、

な
ど
と
い
わ
れ
る
中
で
、
「利

己

的
な
遺

伝
子
」
と

い
う

キ
ャ
ノ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
象
徴
さ

れ
る
動
物
行
動
学
が
示
唆
す
る

も
の
は
何
か
に
つ
い
て
語

っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

時

所

日

場

時

所

日

場

人間関係の諸原理一その欲望論的展開

・哲
学
の
基
本
原
理
に
つ
い
て

ー
キ
リ
ン
町
窩
学
か
ら
近
代

哲
学
へ

 
駈

哲
学
の
原
理
論
的
展
開
、

=
ー
チ
・
の

「力
へ
の
意
志

」

と
ヘ
ー
ウ
ル
の

「
自
由
と
絶
対

本
質

・
人
間
関
係
の
エ
ロ
ス
論
的
諸

原
理

人
間
の

「
自
我
」
、
人

閤
の

「
世
界
」
、
人
間
の

「
身

体
」

以
-r
の

、屈
に
つ
い
て
、
現
代

哲
学
の
第

一
人
者
で
あ
る
竹

田
青
嗣
氏
が
鋭
く
迫
り
ま
す
。

講
師
略
歴

竹
田
肖
嗣
(た
け
た
せ
い
し
)

一九
四
七
年
大
阪
生
ま
れ
。

在
日
韓
国
人
二
世
。
早
稲
田
大

学
政
治
経
済
学
部
卒
業
。
現

在
、
朋
治
学
院
大
学
国
際
学
部

教
授
。文
芸
評
論
家
。哲
学
者
。

在
日
作
家
論
か
ら
出
発
。
文
芸

評
論
、
思
想
評
論
と
と
も
に
、

実
存
論
的
な
人
間
論
を
中
心

と
し
て
哲
学
盾
動
を
続
け
る
。

哲
学
的
思
考
の
原
理
論
と
し

て
の
欲
望
論
哲
学
を
構
想
。
大

学
て
は
人
間
論
、
現
象
学
を
担

当
。主

な
著
書
に
『
〈
在
日
〉
と

い
う
根
拠
』
『
目
分
を
知
る
た

}

め
の
哲
学
八
門
』
『
現
代
田い
想

一

の
冒
険
』
(
い
ず
れ
も
ち
く
ま

一

学
芸
文
庫
)
『陽
水
の
快
楽
一

(
河
出
文
庫
)
『
現
象
学
入
門
』

(
N
H
K
ブ
ノ
ク
ス
"
「は
し

め
て
の
現
象
学
』
(
海
巨.
村
一

『
二
ー
チ

ェ
入
門
』
[
フ
ラ
ト

ン
入
門
』
(ち
く
ま
新
需
)
『
恋

愛
論
』
(作
品
社
)
『
ハ
イ
テ

カ
i
入
門
』
(講
談
社
メ
チ
エ
)

な
ど
が
あ
る
。日 時11月26日(日)1

1400か ら
場 所 法経五番教室1一

 

代
か
ら
続
い
て
い
る

「
生
か
さ

ず
殺
さ
ず
、
責
任
は
曖
昧
、
情

報
は
ヒ
か
ら
下
へ
、
部
門
の
壁

は
厚
く
」
に
象
徴

さ
れ

る

「ち

ょ
ん
ま
け
マ
ネ
ン
メ
ン

ト
」
の
呪
縛
霊
に
と
り
つ
か
れ

て
い
る
。
こ
れ
を
取
り
除
か
な

い
と

「
改
善
た
け
で
改
革
で
き

な
い
日
本
」
に
な

っ
て
し
ま

う
Q

講
師
略
歴

上
村
孝
樹

(か
み
む
ら
た
か

き
)青

山
学
院
大
学
経
済
学
部
卒

業
。
一
九
八
〇
年
日
経
マ
グ
ロ

ウ
ヒ
ル

(現
日
経
B
P
社
)
に

入
社
。
現
在
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

局
主
席
編
集
委
員
。
S
-
S

(戦
略
情
報
シ
ス
テ
ム
)
の
記

事
を
企
画
・
執
筆
、
大
福
帳
型

情
報
シ
ス
テ
ム
、
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ノ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
情
報
技

術
の
活
用
の
新
し
い
視
点
に
つ

い
て
発
表
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ

番
組

「経
営
ビ
ノ
ク
ハ
ン
ー
情

報
活
用
2
1
」
「
e
革
命
」
「
e

革
命
2
」
の
番
組
監
修
と
キ
ャ

ス
タ
ー
を
担
当
。
ま
た
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
T
V
七
五
七
c
h

で

「
ー
T
活
用
最
前
線
」
の

キ
ャ
ス
タ
ー
を

一
九
九
八
年
秋

か
ら
継
続
し
て
担
当
中
。

著
書
に

「
ン
ス
テ
ム
監
査
ガ

イ
ト
ラ
イ
ン
」
(共
著
、
日
経
マ

グ
ロ
ウ
ヒ
ル
社
、
八
六
年
)
「S

I
S
の
現
在
」
(日
経
文
庫
、
九

年
)
「
ク
ロ
ー
ハ
ル
企
業
の

情
報
戦
略
」
(共
著
、
有
斐
閣
、

九
四
年
)
「経
営
ビ
ノ
ク
ハ
ン
」

(
編
著
、
タ
ス
ク
シ
ス
テ
ム
プ

ロ
モ
ー
ン
ゴ
ン
、
九
九
年
)
「
e

革
命
」
(編
著
、
タ
ス
ク
シ
ス
テ

ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇

〇
年
五
月
刊
)
な
ど
。
執
筆
記

事
多
数
。

布栗}疑裁 半ll20〔〕0

道侵幸実 名

我
々
法
律
相
談
部
で
は
、
京

都
大
学
†
一月
祭
期
間
中
に
、

模
擬
裁
判
を
催
し
、
今
年
で
十

九
回
目
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
Q
毎
年
、
立
ち
見
を
含

め
ま
し
て
五
百
人
を
越
え
る

方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、
†
「月
祭
を
代
表
す
る
催

し
の
一つ
て
あ
る
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
薬
害
エ
イ
ズ

や
体
罰
、
銀
行
の
乱
脈
融
賃
事

件
な
と
、
社
会
問
題
に
な
っ
た

事
件
を
題
材
と
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
は
「実
名
報
道
事
件
」

を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
少
年
に
よ
る
凶
悪
犯
罪
が

増
加
し
少
年
法
の
意
義
が
問
わ

れ
る
な
か
、
法
律
的
な
観
点
か

ら
今
回
想
定
し
た
実
名
報
道
事

件
の
是
非
を
問
う
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
私
ど
も
の
模
擬
裁
判

で
は
、
観
客
の
方
々
に
陪
審
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

原
告
に
よ
る
損
書
賠
償
請
求
の

認
容
・
棄
却
を
決
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
い
く
つ
か
省
略
す

る
場
面
も
あ
り
ま
す
が
、
弁
護

士
、
教
授
の
方
々
の
指
導
を
仰

ぎ
、
脚
本
等
の
法
律
面
に
関
し

ま
し
て
も
、
で
き
る
限
り
忠
実

に
民
事
法
廷
を
演
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
同
時
に
、
裁
判
に

な
し
み
が
な
い
方
に
も
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
事
前

に
用
語
の
解
説
を
加
え
る
な
ど

の
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

み
ど
こ
ろ

あ
る
日
、
十
九
歳
十
ヶ
月
の

少
年
が
覚
醒
剤
に
よ
る
鎗
乱
状

態
の
な
か
で
通
り
魔
事
件
を
起

こ
し
た
Q
雑
誌
社
A
は
こ
の
事

件
の
社
会
性
の
強
さ
か
ら
実
名

報
道
を
行
う
。

今
、
問
わ
れ
る
編
集
者
の
責

任
。守
ら
れ
る
へ
き
は
、「国
民

の
知
る
権
利
・報
道
の
自
由
」

か
、
「少
年
の
保
護
・更
生
の

道
」
か
。
そ
れ
を
判
断
す
る
の

は
陪
審
員
と
な
る
観
客
の
み
な

さ
ま
、
あ
な
た
で
す
。

N

F

講
演
会
特
集

ゲ イ ・フ ロン ト関西 学 園祭 企画2000

「自分 と出 会い 、他 者 と向き合 う。」

 

★
企
画
内
容

・
お
芝
店

花
火
と
流
れ
星
一

ン
ヤ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
ケ
イ
の

肖
年
・
ロ
ン
テ
ィ
ー
、
ウ
ェ
イ

タ
ー
の
カ
シ
ス
、
ケ
イ
リ
フ
の

闘
志
・
キ
ム
レ
ノ
ト
、
ク
ロ
ー

セ
ノ
ト
ク
イ
の
実
業
家
。
ヘ

リ
r
二
、豊
社
会
の
マ
フ
ィ
ア
・

ノ
ン
ル
チ
⊥
ウ
な
と
か
織
り
な

す
歴
史
物
論
..

つ
の
都
市
の

歴
史
の
流
れ
を
通
し
て
、
あ
る

「
コ
ミ
τ
ニ
テ
ノ
ー
」
の
変
置

を
描
き
、
セ
ク
ノ
L
ア
リ
テ
ィ

/
ン
ェ
ン
ダ
ー
を
め
く
る
ア
ク

テ
ィ
ヒ
ス
ム
の
歴
史
、
ジ
ェ
ネ

レ
t
ン
ゴ
ン
・
キ
ャ
ノ
ブ
な
ど

を
あ
ふ
り
た
ず
、
作
・
演
出
は

浮
掲
頁
。

・
ハ
ネ
ル

ア
ィ
ス
カ
ノ
ン
ヨ
ン

[
目
分
と
出
会
い
、
他
者
と
向

き
合
う
。
」

自
助
盾
動
の
意
義
や
そ
の
限

界
に
つ
い
て
検
討
し
、
ま
た
自

助
盾
動
と
社
会
謹
動
の
共
通

点
、
両
者
の
違
い
や
、
盾
動
を

す
る
L
て
気
を
つ
け
な
く
て
は

い
け
な
い
こ
と
な
と
に
つ
い
て

考
え
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、

様
々
な
ウ
場
や
考
え
方
を
持
つ

セ
ク

ノ
エ
ア
ル

マ
イ
ノ
リ

テ
で
ー
と
う
し
か
、
協
力
し
合

い
な
か
ら
共
に
活
動
し
て
い
く

た
め
の
力
紘
に
つ
い
て
も
考
え

ま
す
。

・
パ
ー
テ
/
ー

初
め
て
の
参
加
者
て
も
楽
し

spiritsplayブ ロ ジ ェ ク ト

京都大学法律相談 部
11月25日(土)

開場1230

開演1300
法経四番教室

無料
075-751-9365(部 室直通)

京都弁護士会

大阪弁護士会
京都大学法律相談 部同窓会

 

催
時

主
日

場 所
入場料
連絡先
後 援

一 戦争 ・植 民 地主 義 に反対 す る こと と、性 暴 力 ・性

差 別 と闘 う ことを 、 リアル につ なげ る試 み 第一 弾!一

ビデ オ 上映&バ ネル デ ィス カ ッシ ョン&カ フ ェ

今
年
八
月
に
シ
ン
カ
ポ
ー
ル

て
⊥
演
さ
れ
た
頑
劇

「g。
で
5
房

三
避

(霊
戯
)
」
。
そ
こ
て
は

ン
ン
カ
ポ
ー
ル
を
侵
略
し
た
日

本
軍
の
将
車
・
兵
t
・娘
・母
親
・

詩
人
の
霊
の
語
り
を
通
し
て
、

戦
争
か
語
ら
れ
る
。
今
回
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
役
者
に
加
え
、

日
本
か
ら
も
数
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
参
加
し
、
r
演
さ
れ
た
。

こ
の
企
画
て
は
、
「o弓
℃
≡
房

コ
鐸
」
上
債
の
模
様
を
ビ
デ
オ

で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
日
本

か
ら
参
加
し
た
セ
ノ
ク
ス
ワ
ー

カ
ー
の
権
利
運
動
を
し
て
い
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
B
U
B
U
さ

ん
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
嶋
田

さ
ん
が
、
そ
の
場
て
な
に
を
体

験
し
、
な
に
を
感
し
た
の
か
を

語
っ
て
も
ら
う
。
そ
れ
ら
を
通

し
て
、
自
分
の
日
常
と
戦
争
を

つ
な
く
も
の
を
考
え
た
い
。

セ
ノ
ク
ス
や
セ
ク
シ

ュ
ア
リ

テ
ィ
と
日
本
軍

「慰
安
婦
」
・軍

ん
て
い
た
た
け
る
よ
う
に
介
画

も
行
い
、

人

人
の
交
流
を

深
め
ま
す
。

・
カ
フ
ェ

「レ
イ
ン
ホ
ー
」

た
ま
た
ま
会
場
の
前
を
歩
い

て
い
た
人
や
参
加
者
が
気
軽
に

立
ち
寄
り
、
リ
ラ
ノ
ク
ス
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ン
ヨ
ン
て
き
る

カ
フ
ェ
を
目
指
し
ま
す
。

・
出
前
性
教
育
L
-
V
E

牛
身
の
セ
ク
ン
ユ
ア
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
企
画
会
場
周
辺
の
路

上
て
公
開
ラ

ン
オ
風
に
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

★
入
場
料

第

一
部
(お
芝
居
・パ
ネ
ル
テ
ィ

ス
カ
ノ
シ
」
ン
)
千
円

(ー
ト

リ
ン
ク
付
き
)

第

一部
(パ
ー
テ
ィ
ー
)

千
二

百
円

第

.
部
と
第
一
部
の
セ
ノ
ト
て

一下
円

(
ー
ト
リ
ン
ク
付
き
)

★
タ
イ
ム
テ
ー
プ
ル

(
予
疋
)

U

OO

カ
フ
ェ
開
店

出
.剛
性
教
自
ラ
イ
フ

第

部

B

OO
～
15

00

お
芝
居

隊
・
基
地
問
題
を
と
う
つ
な
け

て
考
え
る
こ
と
か
て
き
る
の

か
、
ど
う
い
う
視
点
か
重
要
な

の
か
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
ヒ

て
性
暴
力
・
戦
争
・
性
差
別
に

と
う
反
対
し
て
い
け
る
の
か

9
パ
ネ
ラ
ー

B
し
B
U
さ
ん
、

嶋
田
美
子
さ
ん
、
岡
真
理
さ
ん

★
パ
ネ
ラ
ー
紹
介
★

B
U
B
U
(
ふ
ぶ
)

セ
ノ
ク

ス
、
セ
ク
シ
ャ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
盾
動
を
行
な

っ
て
い
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ー
&
ク
リ

エ
イ

タ
ー
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団

二
⊆
∋
げ
受
℃
Φ、
「
S
E
X

W
O

R
K
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
ユ

ニ
ノ
ト

「
ハ
イ
タ
ー
ス
」
の
メ

ン
バ
ー
。
ビ
テ
オ
作
品
や
、
国

際
エ
イ
ズ
会
議
へ
の
参
加
な
ど

を
通
し
、
セ
ノ
ク
ス
ワ
ー
カ
ー

の
権
利
運
動
も
行
っ
て
い
る
。

パ18第 テ

1一 で
テ30部 ス
ノ ～ カ

120ノ
ン

30」
ン

15

0⑪
～
18

00

バ

ネ
ル

 

★
と
な
た
で
も
お
越
し
ト
さ

い
。
メ
イ
ク
ル
ー
ム
も
あ
り
ま

す
。

★
ゲ
イ
フ
ロ
ン
ト
関
西
に
つ
い

て
一
九
九
四
年
結
成
。
大
阪
市

に
事
務
所
を
置
き
、
大
阪
・
兵

庫

・
滋
賀

・
奈
良

・
京
都
な
ど

関
西
圏
を
甲
心
に
、
ゲ
イ
・
バ

イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ト
ラ
ン
ス

ン
ェ
ン
ダ
ー

・
障
害
者
な
ど

様
々
な
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。

入
会
に
は
性
別

・
性
的
指
向

・

セ
ク

ソ
ユ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
問
わ

ず
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
て
な
く
て
も
た
れ
て
も

活
動
に
参
加
て
き
る
。

活
動
と
し
て
は
、
セ
ク
シ
L

ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
相
亘
の

ネ
ノ
ト
ワ
ー
キ
ン
ク
や
交
流

・

白
助
盾
動
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
顕
在
化
の
た

め
の
社
会
に
対
す
る
働
き
か

け
、
表
現
盾
動
、
抗
議
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

組
織
と
し
て
、
編
集
局

・
ア

ク
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ

・
コ
ミ
L

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
チ

・
障

善
者
ブ
ラ
ン
チ

・
ウ
ェ
ル
カ
ム

ブ
ラ
ン
チ

・
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
ブ
ラ
ン
チ

・
事
務
局
な
ど

を
擁
し
、
毎
月
の
会
報
発
行
や

各
種
企
画
な
ど
を
継
続
し
て
い

る
。最

近
て
は
ゲ
イ
た
け
て
な
く

様
々
な
セ
ク
ン
ー
ア
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
参
加
を
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
活

動
の
幅
が
広
が
っ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
「ゲ
イ
」
の
名
を
冠
し

た
会
の
名
称
の
変
更
を
含
む
会

の
あ
り
方
に
対
す
る
問
い
直
し

が
内
部
て
も
少
し
つ
つ
行
わ
れ

て
い
る
。

ゲ イ フ ロン ト関西

文学 部中 間 実行 委員 会

11月26日(日)1100

文学 部新 館 第3&1講 義 室

本文 参照

ゲイ ・フロ ン ト関 西
Tel/FaxO6-6302-6124

(事務所 土日午後のみ)
Emallgld@kcnnelp
HPhttp//wwwkcnne」Pズgld/

 

催主

日 時
場 所
入場料
連絡先

 

過
去
に
嶋
田
美
子
さ
ん
と
の
コ

ラ
ホ
レ
ー
シ
」
ン

「
B
し
B
し

&
嶋
田
美
子
/
M

a
d
e

-

n
O
C
C
U
P
l
e
d
J

a

P
a
n
」

一
九
九
八
が
あ
る
Q

嶋
田
美
子

(し
ま
だ

・
よ
し

こ
)

ア
ー
ト
・ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ

ス
ト
。
シ
ェ
ン
ダ
i
、セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
ー
、
戦
争
、
被
害
と

加
害
な
ど
を
テ
ー
マ
に
創
作
活

動
を
展
開
。

一
九
八
九
年
、
天

皇
死
去
の
報
道
に
接
し
、
自
ら

が
日
本
人
で
あ
る
こ
と
、
日
本

の
女
が
か
つ
て
戦
争
に
ど
う

関
っ
て
き
た
か
テ
ー
マ
と
し
た

エ
ノ
チ
ン
グ
作
品

・
イ
ン
ス
タ

レ
ー
ン
ヨ
ン
を
製
作
し
は
し
め

る
。
作
品
に

「O
。
∋
8
詳
≦
。

∋
①
=
＼
≦
0
3
①
コ
o携
O
o
=
晦o
「

ヨ
ξ

」
「
愛
の
労
働
」
「
シ
ェ
ン

ダ
ー

記
憶
の
淵
か
ら
」な
ど
。

岡
真
理

(お
か
・ま
り
)

大

阪
女
子
大
学
教
員
。
専
門
は
現

代
ア
ラ
ブ
文
学
、
第
三
世
界

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ム
思
想
。
自
主
講

前
と
は
何
か
』
(
青
士
社
、

○

座

「
非
国
民
論
」
の
建
営
に
携

○
○
鐸
)
、
『
記
憶
/
物
語
』

わ
る
と
と
も
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ

(岩
波
書
店
、

○
○
○
年
)

問
題
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
羊

ほ
か
。

著
に

『
彼
女
の

「
正
し
い
」
名

SPIrltsplayプ ロ ジ エク ト

実 行委 員会

11月23日(木)

開場1300

開 始1330

文学 部 新館第 三 講義 室

800円(前 売 あ り)

splrlts_play@geoαtlescolp

 

催

時

主

日

場 所
入場料
連絡先

本隆史講演会

「正義とケア～現代 日本に即して」

は
し
め
ま
し
て
、
京
都
大
学

社
会
科
学
研
究
会
の
黒
田
と
も

う
し
ま
す
。
今
回
、
私
ど
も
の

サ
ー
ク
ル
で
は
N
F
に
東
北
大

学
文
学
部
教
授
の
川
本
隆
史
先

生
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
川
本
先
生
は
生

命
環
境
倫
理
、
社
会
正
義
論
を

専
攻
さ
れ
て
お
り
、
主
要
な
著

書
に

『
現
代
倫
理
学
の
冒
険
～

社
会
理
論
の
ネ
ノ
ト
ワ
ー
キ
ン

ク
』
(創
文
社
、

一
九
九
五
)
、

『
ロ
ー
ル
ス
/
現
代
思
想
の
冒

険
家
た
ち
23
』
(
講
談
社
、
(
一

九
九
五
)
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
川
本
先
生
は
ア
マ
ル

テ
ィ
ア

・
セ
ン
に
早
く
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
た
事
で
も
有
名

て
、
『合
理
的
な
愚
か
者
』
と
い

う
セ
ン
の
論
文
集
の
翻
訳
を
な

さ
っ
て
ま
す
。
ま
た
、
川
本
先

生
は
一九
九
七
年
度
に
京
都
大

学
で
文
学
部
、
経
済
学
部
て
の

特
別
講
義
を
な
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
年
は
ア
マ
ル

テ
ィ
ア
・セ
ン
が
ノ
ー
ヘ
ル
経

済
学
貫
を
受
賞
し
た
年
で
も
あ

り
、
セ
ン
の
潜
在
能
力
論
に
つ

い
て
熱
く
話
さ
れ
た
事
て
し
ょ

う
Q今

回
の
講
演
会
で
は
タ
イ
ト

ル
に
も
あ
る
通
り
、
「正
義
の

倫
理
」
と
「世
話
(ケ
ア
)
の

倫
理
」
の
絡
み
合
い
か
ら
現
代

日
本
の
抱
え
る
い
く
つ
か
の
間

題
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
川
本
先
生
は
大
学

院
生
時
代
に
カ
ン
ト
倫
理
学
を

現
代
に
生
か
す
道
は
な
い
も
の

か
と
模
索
し
て
い
た
お
り
に
、

現
代
ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
シ
ョ

ン
・
ロ
ー
ル
ス
が
書
い
た
『正

義
論
』
と
い
う
本
に
出
会
い
、

そ
れ
以
降
社
会
正
義
論
の
勉
強

を
続
け
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
今
回
の
タ
イ

ト
ル
に
あ
る
よ
う
に
、
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
よ
り
発
せ
ら
れ
た

「ケ

ア
」
の
視
点
を
取
り
込
む
こ
と

で
、
社
会
正
義
論
の
射
程
斉
天

き
く
伸
ば
そ
う
と
試
み
て
お
ら

れ
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
て
い

た
だ
く
の
は
、
出
生
前
診
断
、

ク
ロ
ー
ン
技
術
、
環
境
破
壊
、

地
球
温
暖
化
、
少
年
犯
罪
の
予

定
と
な
っ
て
お
り
、単
純
な
「正

義
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
は

と
て
も
対
応
て
き
な
い
間
題
で

す
が
、
「ケ
ア
」の
視
点
を
盛
り

込
む
こ
と
で
こ
れ
ら
の
問
題

に
ど
こ
ま
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
の
か
、
大
変
興
味
深
い

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

現
在
川
本
先
生
は
仙
台
に
在
住

な
さ
っ
て
お
り
、
京
都
で
話
を

聞
く
こ
と
の
て
き
る
チ
ャ
ン
ス

は
大
変
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
と
も
こ
の
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説

・
正
義

「
ま
と
も
で
あ
る
こ

と
」

最
近
は
「
正
義
」
と
聞
く

と
一
歩
引
い
て
し
ま
う
風
潮

が
あ
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

正
義
か
ら
目
を
背
け
た
あ
と
、

あ
な
た
は
ど
こ
を
向
く
の
で

し
ょ
う
か
。
何
で
も
目
を
背
け

ず
に
真
っ
直
ぐ
向
き
合
っ
て
み

る
の
も
悪
く
な
い
と
思
い
ま

す
。

・世
話

(
ケ
ア
)
の
倫
理

「
こ

れ
は
正
し
い
か
」
と
い
う
問
い

で
は
な
く
、
「
こ
れ
は
相
手
に

と

っ
て
良
い
こ
と
か
、
相
手
を

傷
つ
け
な
い
か
」
な
ど
と
い
っ

た
、
他
者
の
こ
ー
ス
に
ど
う

や
っ
て
応
答
す
へ
き
か
、
と
い

う
問
い
か
け
が
重
視
さ
れ
る
倫

理
。
「こ
れ
は
相
手
の
た
め
に

な
る
か
ら
正
し
い
」
と
い
う
確

信
が
持
て
る
ま
で
こ
の
問
い
を

続
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
悪

く
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

・
シ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ス

(
国
㊤

三
9
』
。
ぎ

国
。
「島
Φ
窯
)

一
九

二
一
年
二
月
二
一
日
、
米
国
、

メ
リ
ー
ラ
ン
ト
州
生
ま
れ
。

蕪

知
の
べ
ー
ル
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に
何
ま
れ

た

「
原
初
状
態
」
と
呼
ば
れ
る

状
況
に
お
い
て
、
人
々
が
全
員

一
致
て
採
択
さ
れ
る
原
理
と
し

て

「
正
義
」
を
説
い
た
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こ
の
力
強
い
メ

ノ

セ
ー
シ
は
哲
学
、
法
律
学
、
政

治
学
、
倫
理
学
、
経
済
学
に
多

大
な
影
響
を
与
え
、
現
代
に

至
っ
て
い
る
。
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一

九
三
一二
年

一
一
月
三
日
、
イ
ン

ト
の
ヘ
ン
ガ
ル
に
生
ま
れ
た
。

+
才
の
時
に
三
百
万
人
も
の
死

者
を
出
し
た

「
ベ
ン
ガ
ル
大
飢

謹
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ

と
が
経
済
学
を
学
ぶ
き
っ
か
け

と
な
り
、
そ
の
成
果
は

」
九
八

皿
年
に
畠
か
れ
た

『
貧
困
と
飢

鰹
』
(岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
)

に
お
い
て
展
開
さ
れ
た

「
権
原

ア
プ
ロ
ー
チ
」
へ
と
昇
華
し
た
。

ま
た
、
「
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー

チ
」
と
呼
ば
れ
る
、
「
人
の
な
し

得
る
自
由
」
に
注
目
し
た
新
し

い
経
済
学
を
構
築
中
。
そ
の
他

に
も
社
会
選
択
論
、
厚
生
経
済

学
、
開
発
経
済
学
な
ど
に
多
大

年
に
ノ
ー
ヘ
ル
経
済
学
賞
を
受

な
功
績
が
あ
り
、
現
代
最
高
の

賞
。

経
済
学
者
の
一
人
Q
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九
七

京 都大 学 社会 科学 研究 会

11月24日(金)

開 場1330

開 演1400(約2時 間)

新 法経 一番 教 室

前 売300円 当 日500円

090-8463-3842(小 堀)

090-4307-0292(田 中)
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